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１ 第２回市民会議の振り返り 
 

（１）第２回まちづくり市民会議の意見まとめ 

２月 27日に開催した第２回のまちづくり市民会議へのご参加ありがとうございました。第

２回では、第１回で検討・集約した「田原市の宝」を確認した上で、“「田原市の宝」を未来に

つなげるための不安と期待”をテーマに話し合いを行いました。グループワークで出された

意見を取りまとめた結果は次のとおりです。 

 

健康福祉・教育文化 

 健康福祉・教育文化部会は、第 1回目の意見結果を集約した５つのテーマで検討を開始しま

した。検討の過程で、田原市には女性の人口流出という課題があるため女性への支援が必要

ではないかという指摘があり、テーマを追加して６つのテーマでの検討となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な意見まとめ 

①助け合える地域のつながり・あたたかい人間関係 

区分 主な内容 

 不安や懸念 

・ボランティアや地域組織等の担い手不足、高齢化 

・近隣に住む人がわからない、地域のつながりの希薄化 

・若い世代、現役世代の地域活動への不参加 

期待・希望・ 

明るい兆し 

・地域活動におけるデジタル機器の活用 

・他の自治体よりも地域のつながりが強いという特性 

・高齢者の活躍 
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②ライフステージに応じた保健・医療・福祉の支援体制 

区分 主な内容 

 不安や懸念 

・サービス利用は増える見込みだが福祉、医療関係の人材は不足 

・高齢者の増加、サービス利用者の増加 

・医療・福祉サービスの地域格差 

期待・希望・ 

明るい兆し 

・全世代にわたる共生社会づくり 

・高齢者の活躍 

③子どもたちが心身ともに健やかに育まれる環境 

区分 主な内容 

 不安や懸念 

・少子化による子ども、児童生徒の減少 

・保育士の不足や教員の働き方改革 

・子育て、教育環境の格差拡大 

・子どもの遊び場や多世代交流の場の不足 

期待・希望・ 

明るい兆し 

・潜在している専門職 

・田原市の地域特性を活かした教育 

・ICTの活用や施設の複合化など効率化・有効活用 

④田原市の祭り・偉人・文化・伝統が受け継がれる心 

区分 主な内容 

 不安や懸念 
・祭りや伝統・文化、地域の偉人等が継承されにくくなっている 

・コロナ禍で縮小した祭り、イベント 

期待・希望・ 

明るい兆し 

・ふるさと教育 

・SNSや VR、YouTube、メディア（ドラマ）など発信方法の多様化 

⑤スポーツを振興できる立地特性と充実しスポーツ環境 

区分 主な内容 

 不安や懸念 

・スポーツ人口の減少 

・スポーツツーリズムに対する市民の意識、理解 

・スポーツ施設の維持管理や整備 

期待・希望・ 

明るい兆し 

・サーフィンのオリンピック種目入り等、サーフタウンの価値向上 

・国際的なスポーツの活性化（トライアスロン、サーフィン、オフロー

ド、マラソン等） 

⑥女性支援 

区分 主な内容 

 不安や懸念 
・男女が子育てと仕事を両立するための制度（産休・育休） 

・性別に基づく様々な格差 

期待・希望・ 

明るい兆し 

・若い世代の男性への家事・育児等に関する教育 

・女性の就労の場 
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都市整備・消防防災 

 都市整備・消防防災部会は、第 1回目の意見結果を集約した４つのテーマで検討を開始しま

した。テーマ④の「半島の特性を活かした海上交通」については、“海上”に特化する必要は

ないということで交通全般のテーマとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①海・山などの自然豊かな常春の環境 

区分 主な内容 

 不安や懸念 

・自然の良さが活かされていない、保護・活用されていない 

・自然を守る、活かす市民意識が薄い 

・災害（地震・津波等）の危険性、風が強く寒い地域性 

期待・希望・ 

明るい兆し 

・SNS等による魅力発信 

・スポーツ（トライアスロン等）の人気の高まり 

・地域の環境保全に取り組む市民活動 

②静かで安全な、暮らしやすいまち 

区分 主な内容 

 不安や懸念 

・人口、就業者、観光客等、すべての人口ボリュームが減少している 

・城下町らしさ、わくわく感等がなく、まちのイメージが不明確 

・宅地が少ない一方で空き家が増加 

・畜産農業における堆肥等の悪臭問題 

期待・希望・ 

明るい兆し 
・増加している窃盗犯罪等に関して防犯カメラがあれば防げるのでは 
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③コミュニティを基盤とした消防団などの地域の防災力 

区分 主な内容 

 不安や懸念 

・人口減少に伴う消防団員の減少 

・若者が消防団に入りたがらない、消防団の重要性が伝わっていない 

・南海トラフ地震の発生確率が上昇 

期待・希望・ 

明るい兆し 

・参加する、考える若者がいること 

・女性防災リーダー等の女性の参画 

④半島の特性を生かした交通 

区分 主な内容 

 不安や懸念 

・集落内の道路が狭い、舗装が悪い、渋滞箇所がある 

・バス交通が不便 

・鉄道のあり方がどうなっていくのか 

期待・希望・ 

明るい兆し 
・「渥美半島道路」ができれば防災、観光、人口誘導等が期待できる 

⑤コミュニティ 

区分 主な内容 

 不安や懸念 

・地域組織の弱体化 

・コミュニティで行われる活動への不参加、地域のつながりの希薄化 

・公共施設（市民館、支所等）の老朽化 

期待・希望・ 

明るい兆し 

・地域のことを思う人材がいる 

・海上交通活かした耐震岸壁 
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市民環境・産業経済 

 市民環境・産業経済部会は、第 1回目の意見結果を集約した４つのテーマで検討を開始しま

した。検討の過程で、産業の分野の一つとして「商業」を追加して５つのテーマでの検討と

なりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①おいしく、新鮮な農産物・海産物、稼げる農業・漁業 

区分 主な内容 

 不安や懸念 

・生産者の高齢化 

・農業従事者、担い手の不足 

・生産環境の変化（エサ不足による貝のへい死等） 

期待・希望・ 

明るい兆し 

・豊かな漁場、「日本一おいしい貝がとれるまち」 

・IT化や技術向上、規模拡大等による生産の増加 

・特産加工品の開発等、新たな魅力の創出 

・新鮮でおいしい野菜の産地という知名度 

②愛知県でも有数の工業が盛んな地域 

区分 主な内容 

 不安や懸念 

・人口減少に伴う就業者数の減少 

・原油の高騰や自動車の EV化による自動車産業の変化 

・公害等の発生 

期待・希望・ 

明るい兆し 

・国内最大級となるバイオマス発電工場 

・若者の雇用の場となる企業等の拡大 

・技術の競い合いによる新たな発達 
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③美しい景観や温泉、レジャー等の魅力的な観光資源 

区分 主な内容 

 不安や懸念 

・施設の老朽化、宿泊業者等の後継者不足による廃業 

・市民のおもてなしの気持ちの不足 

・水産資源の減少 

・全国的な知名度、ブランド力の不足 

期待・希望・ 

明るい兆し 

・伊良湖温泉などの新たな観光資源 

・「自然」への関心の高まり 

・若者への浸透 

④環境への配慮、持続可能な社会をつくる活動 

区分 主な内容 

 不安や懸念 

・山林や農地、空き地、道路脇等の荒廃 

・海の栄養不足 

・風力発電の被害 

・太陽光発電のソーラーパネルの増加 

期待・希望・ 

明るい兆し 

・カーボンニュートラルに向けて、全国を牽引する存在（トヨタ等） 

・ＤＸ化の推進による環境への影響 

⑤商業 

区分 主な内容 

 不安や懸念 
・小売店舗や飲食店等の担い手不足、高齢化 

・事業承継ができていない 

期待・希望・ 

明るい兆し 

・新しい創業者の誕生 

・ドラッグストアの増加 

・農産物・海産物を利用した商品開発 

 

  



7 

 

十分できた

37.5%

ほぼできた

54.2%

あまりできな

かった

8.3%

第２回市民会議で十分に発言できたか

回答数：24人

長かった

8.3%

適度であった

83.3%

短かった

8.3%

第２回市民会議の討議時間はどうか

回答数：24人

（２）第２回まちづくり市民会議のアンケート結果【参考資料】 

会議終了後のアンケート：回収数 24（参加者 26人に対し、回収率 92.3％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■会議資料に示した「予測される社会の変化」についてその他の意見 

区分 意見内容 

人口減少 

・人口減少。 

・田原市の人口減少の歯止めの対策を早急に！支援金（子育て）、補助金（生活援護）の

活用が必要。 

・田原市は魅力が豊富なのに、なぜ人口が大きく減少しているのか不思議な気がします。 

・本市では人口減少が大きな問題で、減少を食い止める施策、人口増に対する取り組みは、

緊急の課題だと強く感じます。 

・人口減少や少子高齢化は大きな問題だと思う。 

・20 年後は高齢者の人口減少となる。少子化は？ 

世界情勢 
・ウクライナ危機による物価高、先行きの見えない世界情勢。 

・経済（世界の中の日本）。 

国際化 

多文化共生 

・外国人増加に伴う多文化共生。 

・グローバル化、国境を越えた活動。 

産業（農業） 

食料危機 

・農業の後継者不足、産業（勤め先）が少ない。 

・畜産業（家畜業）の飼料高で先が見えない不安。農業も先の不安と食糧不足となる不安

がある。 

・食料自給率。 

その他 

・田原市の交通アクセスの改善。 

・多様性は難しいが、そうなっていくだろう。 

・各産業の衰退と格差社会の拡大、教育格差。 

・シティセールス、認知度田原４割、渥美半島８割。ガーデンシティを謳っているが土地

の分割で小さな宅地ばかり。コンパクトシティを謳っているが田原市街地の拡大を計画

している。田原市の業務の棚卸し。仕事内容の能力給。 

・SDGS、大学サテライト教室、教育施設。 
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２ 本日の流れとタイムスケジュール 

今回のまちづくり市民会議においては、「田原市の宝」を残すことに関する不安と期待を

踏まえ、「今」何に取り組んでいくべきなのか、今後 10 年間の総合計画を見据えてアイデ

ア出しをしていただきたいと思います。 
 

話し合うテーマ  

「田原市の宝」を未来へつなげるために 

～市民・地域・行政みんなで“今”はじめよう～ 
 

今回のグループワークの成果イメージ 

● 不安や期待を踏まえて、今必要な取組について意見・アイデアが出される。 

● 市民視点で、特に取り組むべき事項の優先順位が見える化される。 

 

■本日の流れ 

  
  

区分 内容 

ワークショップ 

（90分程度） 

５分 
【グループワーク：アイスブレイク】 

グループごとに役割決め（書記、最後の発表者） 

10分 

【グループワーク：前回のおさらい】 

今回の検討の前段階として、前回の意見交換を踏まえ、テ

ーマごとの「不安や懸念」と「期待・希望・明るい兆し」で出

た意見を確認します。 

15分 

【グループワーク：個人作業】 

それぞれのテーマについて「不安を解消していく」「希望を

拡大する」視点で、今取り組むことのアイデアをふせんに

書き出します。（１人×５～10枚） 

45分 

【グループワーク：意見交換】 

グループ内で話し合いながら、ふせんを模造紙に貼り付

けていきます。その際、取り組むアイデアを個人←→行政

の役割別に整理します。 

15分 

【グループワーク：シール貼り付け】 

模造紙に貼り付けたアイデアの中から、「ぜひやっていき

たい・やってもらいたい」もの、3つを選んでシールを貼り

付けます。 

共有・発表（各グルー

プ５分程度） 
１５分 

【グループごとの発表】 

グループごとに出たアイデアで、シールが多かったものを

代表者から発表していただきます。 
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田原市の宝 個人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行政

①助け合える地域のつなが
り・あたたかい人間関係

②ライフステージに応じた保
健・医療・福祉の支援体制

③子どもたちが心身ともに
健やかに育まれる環境

④田原市の祭り・偉人・文
化・伝統が受け継がれる心

⑤スポーツを振興できる立
地特性と充実したスポーツ
環境

⑥女性支援

模造紙イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイデアは「個人」から「行政」の範

囲に、その担い手が誰になってくる

かに応じて貼っていただきます。 

意見がでそろったら、特に取り組む

べきと感じるアイデアにシールを貼

ってください。（1人 3枚まで） 


